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加 湿 器 肺 炎 過敏性肺炎・アレルギー性肺炎 

 

・・・定期的 加湿器のフィルター・トレイ掃除 

                ＆ 

毎日 タンク内の水交換・・・  
 

医療法人 なごみ会 
理事長 横山 光昭 
 
 

ウィルスは低温（寒冷）と低湿度（空気が乾燥状態）の環境を好むため、年末

には Influ.や Coronavirus が大流行。空気が乾燥するとウィルスの水分が蒸発し

比重が軽くなると、空気中を浮遊して伝播し易くなります。特にコロナ禍以降、

家庭内では加湿器を使う人が増えています。そのため 室内温度 18～22 度。湿度

50～60％の状態が良いといわれています。 

 

更に 今年は花粉の飛散（通常期間：雛祭り開始～端午の日）が 早期に始まり、加湿

器・空気清浄機使用による予防対策が行われています。処が 加湿器の使用方法

を間違えると「加湿器肺炎」いわゆる「過敏性肺炎」が発症します。「加湿器肺炎」

は、あくまで 感染症ではなくアレルギー性肺炎。症状として咳・発熱・息切れ等

を呈し 悪化して重症になると呼吸困難をきたし、最悪の場合には 入院するケー

スもあります。一般的な風邪症状と類似していますが、特徴として薬を飲んでも

治らない・自宅に帰ると症状がでる・加湿器を使わないと症状が改善します。 

むつみ荘だより

医療法人社団 なごみ会 老人保健施設 あさぎりむつみ荘 

〒673-0852 明石市朝霧台 1120-4  TEL (078)911-0623 

なごみ会ホームページ  http://www.nagomikai.or.jp/ 

 

http://www.nagomikai.or.jp/


 

2 

 

 

原因は 加湿器のタンクの中に繁殖した真菌（カビ）や細菌などの微生物が エ

アロゾルによって部屋に噴霧され、それを吸うことによって肺炎が起こすことが

あり「加湿器肺炎」とも言われます。新型コロナ流行後、在宅での加湿器使用が

増えたため、患者数が増加傾向にあります。 

 

あくまでアレルギー性の肺炎で、感染症では

ありません。微生物の細胞壁に含まれる「エン

ドトキシン」という物質が悪さをしているので

はないかという報告もあります。加湿空気と加

湿器の水のエンドトキシン濃度は、4～５日目

から指数関数的に上昇することが分かってい

ます。（図 2）また 加湿器の水を入れ換えても 

入れ換え後 5 日目には加湿器内に残存した微

生物が増殖し、入れ換え前と変わらない水準に

汚染されることも明らかになっています。 

 

加湿器を正しく使用するために重要なのは加湿器の掃除の頻度です。水を入れ

るタンクは毎日、中のフィルターやトレイは 2週間に 1回は掃除をする必要があ

ります。また タンクに入れる水は 1度沸騰をさせた水、ミネラルウォーターを使

用より「水道水」の方が Better。理由は 水道水に含まれている微量の塩素に殺

菌効果があり、雑菌の繁殖を抑えてくれるという効果があるためです。更に タン

クの水を入れ替える際には すすぎ（振り）洗いが推奨されます。但し 水道水で

も水切れに対して“タンクへの水の継ぎ足し”は不可。理由は 水道水には塩素が

含まれていますが、タンクに入れた水道水の塩素は半日ほど抜けてしまい、雑菌

が繁殖しやすくなり、その都度 水を入れ替えることが重要です。フィルターに関

しては クエン酸や重曹で漬けおき洗いをすると雑菌除去が可能です。 

 

汚染された加湿器を使用し、病原微生物やその成分であるエンドトキシンによ

って、呼吸器症状が発症することがあります。加湿器の水は 4～5 日目から汚染さ

れます。従って 水はできれば毎日交換し、週に 1回程度はフイルター洗浄やトレ

イ清掃が必要です。現在 空気が乾燥ぎみで、猛威をふるっているインフルや風

邪の予防として空気清浄機・加湿器の活用は大切ですが、正しい使用方法を心が

けたいものです 

 

    生き物に 土日はないと 知る畑 

      バスで行く トイレ巡りのよな ツアー 

                   令和 7年 啓 蟄 

（図 2） 
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おやつクッキング 

『お餅 入り 善 哉』を 提 供 

・・・元気イッパイ 食慾旺盛・・・ 

 

管理栄養士  木村 美穂 

施設ｻｰﾋﾞｽ課 濱野 繁代 

 

2月 19日（水）入所で大好評 手作りクッキングで『善 哉』を提供。巷ではインフルエ

ンザ・コロナヴィルス等の感染症が収束せず、季節行事やボランテｨア訪問は中断。唯一の

楽しみは食べることだけとなっています。処で 今日は『雨 水』。降る雪が雨に変わり雪解

けが始まる頃。処が 今朝は非常に寒く、午後から雪が降り始めました。温かいものを食

べて 少しでも元気になってもらいたいという思いで、ぜんざいを作りました。躰を温め

て貰うため季節柄 丁度よかったのでは・・・。 

 

利用者さんに丸い小餅を４分の１カットしてホットプレートで焼きました。職員 濱野さ

ん手作りのぜんざいをカセットコンロで温め、切り餅２個を入れて提供しました。「ワタシ 

甘党！」「ぜんざい 大好き」と和気藹々とお喋りをしながら、笑顔で食べておられました。

「甘味と塩味のバランスが丁度よく、美味しかった」と 普段 刻み食の方もぺろっと完食され 

大変喜ばれていました。当日の昼食量を 少し制限されている方もあると聞き、『別腹では

なく、楽しみにされているんだなぁ』と嬉しくなりました。 

 

食された後で、「美味しかった！」「お餅も 柔らかくて食べやすかった」という声や「ご

馳走さま！」等の元気な声が聞かれました。職員の「おかわりどうです？」の声かけに「も

う少し ほしい！」という方もあり、少し物足りない方には お替りを提供し大変喜ばれま

した。やはり寒い日はぜんざい、身体に沁みます。好物を美味しく食べおられる姿を掲載

します。 

 

 梅が咲き 蟲が動いて 櫻咲く 

嫌いより 好きが多いと いい人生 

                           令和 7年 春 分 
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おやつクッキング  

タコ 焼き に 挑 戦 

・・・アツアツで おいひい！美味しい！・・・ 

 

                            在宅サービ課 福重 奈美 

 

立春を過ぎ、暦上では「春」を迎えても まだまだ 寒さが心配な今日この頃。関西では 

‟一家に一台は持つというたこ焼きホットプレート”を持ち寄り、2 月 11日 13日に「たこ

焼きパーティ」を開催。 

 

 調理前に しっかり手洗い・消毒を済ませました。職員がたこ焼きの汁を作っている間に、

女性陣は 具材のちくわ・ウィンナーをキッチン鋏でチョキチョキ。‟昔とった 杵づか”よ

ろしく器用に使いこなされアットいう間にカット終了。チーズに青ネギも細かく刻んで貰

いました。ホットプレートをセットし温度調整できたら、油を引いて準備完了。 

   

 "たこパ奉行"登場。『じゃあ、生地をプレートに流し込んで焼き始め開始！」の號令の下

で 一斉に 3 台のプレートが一気に稼働。更に 奉行より「ウィンナーは穴に１個ずつ～。

ちくわとチーズは全体に散らしてね」等々 細かい指示が飛ぶ中 うまく焼き上がっていき

ます。クッキングの様子をカメラ班がパチリ。注文に応じて‟どや顔”で撮影。全員ニコニ

コされ、目が輝いていました。そう感じたのは ワタシだけ・・・ 

 

各自 ピックやお箸を手にホットプレートの周りを取り囲み、焼き上がり具合を一心不乱

に覗き込みこんでおられる姿が印象的でした。まず お試しで職員が１個ひっくり返して

「いいんじゃなぁ～い」の声で 一斉に手がホットプレートへ移動。「わぁ むずかしい!」

「うまくいかへんで！」「おぉ 意外とイケてる」等々の声が各テーブルで飛び交いました。

再度奉行が「巧くひっくり返せなくても コロコロしてたら 丸くなるから大丈夫」の一声

に 安心されていました。焼き進めるうちに ちゃんと丸い形となり、いい色具合に焼けた

ら 一旦別のトレーに移動して保存・保温しました。 
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 一度 体験すると 次は手際よく取り組め、さすが年輩者！学習能力高め まだまだ衰え

ず リハビリ成果がばっちり発揮されている模様。どんどんスムーズに焼き進め アットい

う間に すべて焼き上がり終了。完成品は 最初よりも 仕上がりがキ・レ・イ。最後の仕

上げ作業で、器に盛ってソース・マヨネーズ・青のりを振りかけたら完成。 

 

ばっちり おやつ時間に間に合い、ふぅふぅしながら「いただきます」のパクパク試食タ

イム。自分たちで作って食べるおやつの味は「サイコー！」「おいひい」等々 色んな感想

を言い合いながら完食されました。毎日のレクとは ひと味違った 自分たちで作った 

おやつに舌皷を打ちながら お腹と心もしっかり満たされた 楽しいひと時となりました。

「次回は 何つくる？」との話題に 職員もうれしく思いました。お楽しみに・・・ 

 
        くぎ煮の香 もう何年も 無き厨 

            スーパーで カゴに入れたり 出したりし 

                                   令和 7年 春 告 魚 
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３月 誕 生 会 
・・・梅の花を咲かせましょ ゲームに 熱狂・・ 

                           

施設サービス課  佐藤 孝宏 

 
弥生 3 月は 冬と春の境目の季節で、月初と月末とで大きく気候が変わるのが特徴です。

早いところでは中旬頃に櫻が咲き始め、一気に春らしさが増していきます。「三寒四温」の

言葉通り、寒さと温かさが入り混じる中にも、見え隠れする春の兆しに心踊る今日この頃。

食堂の入口には「お雛さま」が飾られ、通りすがりに 立ち止まっては「綺麗ね～」とか「可

愛らしいわぁ」と笑みを浮かべ 春の訪れを心待ちにされている光景が見受けられました。

３日は『桃の節句』。前日の 2日に『誕生会』を開催。以下の 7名が主役の方々です。 

 

 

濵田 芳枝さま  昭和 2 年生 98 歳   二石 寛子さま  昭和  4 年生 96 歳 

阪本 朝子さま  昭和 4 年生 96 歳    岸本 悦子さま   昭和  7 年生 92 歳 

澤田 純子さま  昭和 19 年生 81 歳    村上 喜代子さま 昭和 19 年生 80 歳 

玉屋 スミ子さま 昭和 20 年生 80 歳 
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3 月の風物詩といえば、『雛祭り』。女の子の健やかな成長を願う行事。寒くて鈍った躰

にカツをいれるため手足のストレッチング・柔軟体操を行いました。今回は ひな祭りに関

連した『ボールの花で 梅の花を咲かせましょう!』ゲームを行いました。ルールは 床に梅

の木を描き、枝に点数（10～100 点）の書かれた皿を並べ、お手玉で作った梅の花を 10 個

投げ、皿に少しでも掛かれば得点となり、合計点を競うというエキサイティングなゲーム

です。周囲より「ガンバッて！」「満開にしょう」等々の声援の中、結果第一位は山崎 国

博さま 200 点で、見事 100 点の皿にお花を 2 つ咲かされました。第 2 位は村上 喜代子さ

ま 170 点、第 3 位は内海 黎子さま 140 点でした。全員が 1 番遠くにある 100 点を狙って

投げても届かないことが多く「遠過ぎて届かない！」とか「近くの低い皿を狙うわぁ」と

ターゲットを考えて、力いっぱい投げておられる姿が印象的でした。 

 

 ゲームで快適な汗を流された後、お茶とケーキでお祝いをしました。「美味しいね」と口

いっぱいに頬張り「毎日、ケーキやったら嬉しい・・」と楽しく会話しながら、ケーキは

どんどん小さくなっていました。記念の写真を掲載します。 

 

ただ櫻 咲くだけなのに そわそわす 

もう春だ わたしと花粉 鬼ごっこ  

                            令和 7 年 春 暖 
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お知らせ ＆ ご案内 
 

総務管理課 藤井 健作 

施設管理者 横山 光昭 

施 設 長 横山 光洋 

 

1月には 全國的に Influ.感染者数が過去最多となり 

外出を しばらく 中止させていただいていました。 

 

感染者数が小康状態となり 3 月 1 日より 外出を再開。 

 

ご家族と自宅への帰宅や 同伴外出等により  

一緒に食事に行かれたりして 

外出の機会を楽しんでいただきたく思います。 

 

外出  水と土曜日 11：00～16：00 

予約制で 1 日３名までと制限はありますが、 

充分に空きはあります。 

 

 

施設内での面会も継続実施中 予約制となりますが、 

面会  火～土曜日 16：30～16：45 

 

4月予約は 3 月 24 日（月）9 時から受付中で 

事務所（078-911-0623）まで連絡ください。 

 

 

尚 ターミナルケア等で重篤な方や 特別事情がある場合は  

個別に対応します。相談員、施設 CMに相談ください。 

サービス課 坂本 内線 222   相 談 課 木口 内線 110 

 

 

今後も近隣の感染状況で、外出・面会中止になることもあります。 

施設内でのクラスター発症の予防観点より ご了承・協力を お願いいたします。 
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本 店 あさぎり病院北側 

 

http://sanei-pharmacy.com/ 

胸やけを起こさないための生活習慣 
胸やけなど胃食道逆流症には生活習慣の関与も大きく、肥満の患者では減量する

だけで症状が改善する場合もあります。またベルトなどでお腹を締め付けること

で発生することもあります。胃酸の逆流が起こるのは食後が多いため、食後すぐ

に横になるのは避けましょう。夜間の逆流を改善するには、睡眠時の姿勢は体の

左側を下にするとよいでしょう。食事について、食べ過ぎは避け、高脂肪食やア

ルコール、タバコ、チョコレート、香辛料、柑橘類などは控えめにしましょう。 

むつみ荘 行事予定 
３日（木）音楽療法（入所） 

６日（日）誕生会（入所） 

１２日（土）ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ：ヘルマンハープ演奏会（入所） 

１７日（木）音楽療法（入所） 

２３日（水）ビデオ鑑賞会 

２９日（火）音楽療法（通所） 

２１日（月）～２６日（土）誕生日週間（通所） 

 

こころ 行事予定 

３日（木）音楽療法 

１６日（水）おやつクッキング 

１７日（木）音楽療法 

      おやつバイキング 

１９日（土）フラワーアレンジメント 

２４日（木）フラワーアレンジメント 
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★「暑さ寒さも 彼岸まで」  近年 地球温暖化に伴う 異常気象続く 

           櫻前線 日本列島北上中 寒の戻り 花冷えに注意 
 
「1月往ぬる、2月逃げる、3月去る」ハャ 弥生。17日は彼岸の入り。諺で「暑さ寒さも彼

岸まで」といわれるが、昨日は春雷とともに雹が舞い冷たい豪雨。今朝の最低気温 2度と躰に
応える寒さ。処が 彼岸明けには 一気に気温上昇し、24 日には櫻の開花予報。まだまだ寒暖
差が大きく‟寒の戻り” “花冷え”等の言葉もあり、特に高齢者は体調を崩し易く 室温等に
気を付けて欲しい。 

   

★ 横浜薬科大学 研究チーム  65歳以上 145万人調査 

薬 6種類以上 高齢者の 2割 リスク増・相談で減薬に期待 
 
横浜薬科大の研究チームが、薬局のｼｽﾃﾑに登録された 65 歳以上の高齢者 145 万人を対象に 

2020 年 4月～2023年 9 月の期間で調査施行。65 歳以上のうち 6種類以上の薬を服用する患者
は 19.6％、90 歳以上になると 34.7％にも上昇。高齢になるほど投薬の割合が高くなる傾向が
あると調査結果を公表。多剤服用による副作用や飲み間違える等のリスクも高まることが高齢
者の課題となっている。調査では胃腸薬やアレルギー薬、痛み止め等の不要な投薬が目立った。 

 
横浜薬科大学 薬学部 田口 真穂助教授は「処方薬を勝手にやめると悪影響が出る恐れある。

薬剤師や医師に相談し減薬してもらう等が必要。更に 減薬により医療費削減効果も期待でき
る」としています。高齢者が医療機関受診時に体調不良を訴えると、薬を増やすことばかり行
うが、リスクも考えて必要な薬のみを最小限にとどめて欲しいものです。 

   

★ 全國的に感染性胃腸炎（Norovirus）が猛威 集団感染が流行 

                  寒冷・乾燥を好み 冬場に感染拡大 
 
春の 5K（乾燥･強風･寒暖差･花粉･黄砂）で体調を崩し易く、更に 全國で感染性胃腸炎が  

連日猛威を振っています。食中毒は 1年を通じて発症。細菌性食中毒の原因菌では、サルモネ
ラ菌・病原大腸菌類･ブドウ球菌･ウェルシュ菌･カンピロバクター等があり、寄生虫による 食
中毒にはアニキサス等があります。Virus性の食中毒はNorovirusによるものがほとんどです。 

 
Norovirus が、冬場に流行する原因は明らかではないが、温暖化などの気候変動が影響をお

よぼしているのではないかとの研究もあります。只 寒い時期に空気が乾燥し湿度が低い環境
を好む、換気が少なくなるため空気感染が起きやすいともいわれています。ごく少量の Virus
量でも感染します。かつては 生牡蠣等の経口感染（食品など）で起こると言われていました
が、接触感染（Virus 付着した手や指）・飛沫感染（患者の咳やくしゃみ等）・空気感染（患者
の吐瀉物などが乾燥し、空気中に浮遊した Virus等）など 多様な感染経路があります。除去
方法としてアルコールやエタノールは効きにくく 塩素系の消毒剤や家庭用漂白剤が有効です。 

 
調理人から拡大するため、仕出し弁当屋・焼肉店から集団感染が発生し拡大中。現在 集団

感染で学級閉鎖をしている所もあり、生ものに注意し 手洗い等を徹底することが重要。年中
感染症が流行しており、下痢・嘔吐の症状が出たら確定診断のため 医療機関受診が必要です。 

     

生物の 移動が始まる 温暖化 
 

春と冬 並んで立つや 梅の下  
                

                    令和 7 年 彼 岸 
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